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現在、プリンテッドエレクトロニクスの適用範囲拡大のために、従来の典型的な半導体、絶縁体、金属だ

けでなく、より幅広い材料の印刷を目指した研究が行われつつある。プリンテッドエレクトロニクスの主流技

術はインクを用いた印刷プロセスであるが、多種多様な材料を適切にインク化するために用いられる有機

溶媒には特殊なものが多く、人体や環境への負荷が懸念される。これまで我々は、有機溶媒を用いること

なく有機半導体トナー、絶縁体トナー、金属トナーの転写[1]、及び、それらを薄膜化する手法として、熱プ

レス法[2]、ラミネート法[3]、超音波溶融法[4]を開発してきた。今回は同技術をカーボン系材料に適用した研

究の最近の進展について報告する。 

 本研究では、グラフェンパウダー等の導電性

材料を用いて、基板であるポミラン N フィルム

上に静電転写を行った。半導体や絶縁体トナ

ーはキャリア粒子との摩擦帯電により帯電させ

ることが可能であったが、導電性の高いグラフ

ェンは摩擦帯電させることが不可能であるため、

金属トナーと同様の方法で転写する。図１にグ

ラフェンパウダーの転写方法を示す。二枚の

銅板間に電圧をかけることによって、下方にあ

る銅板上に配置したグラフェンパウダーに電

荷が蓄積し、電場による力で上方にあるポミラ

ン基板上に転写する。このような方法で実際に

グラフェンパウダーを転写した後の基板の写

真を図２に示す。図１に示す方法によってプラ

スチック基板上にグラフェンパウダーの散布が

行えることが示された。また、印加する交流電

場の周波数、電場強度、電圧波形などの各パ

ラメータが転写に及ぼす影響を検討した。カー

ボン等の導電性材料のトナープリントが可能と

なれば、センサや電池など、プリンテッドエレク

トロニクスの適用範囲の拡大に資する技術へ

の展開が期待できる。 
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図 1. グラフェンパウダーの転写方法 

図 2. グラフェンパウダー転写後の基板の写真 
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